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1・2日 オータムライブツアー２０１６ in 馬路村
 （就業改善センター・魚梁瀬多目的施設）
 7 日 ゆず取りボランティア（馬路中学校）
 8 日 秋季スカッシュバレーボール大会
　　　（魚梁瀬体育館）
11日 「小規模・複式校における未来づくり推進 
 校事業」研究発表会（魚梁瀬小･中学校）
13日 魚梁瀬ダム見学と西川渓谷ウォーキング
14日 馬路中学校職場体験学習（～１８日）
 魚梁瀬中学校職場体験学習（～１７日）
17日 千本山登山（魚梁瀬小学校）
 

1・2日 魚梁瀬５０年記念行事
 8 日 第１２回湯けむりピンポン大会
　　　（馬路温泉）
 9 日 馬路地区村民運動会
12日 第３６回魚梁瀬地区はし拳大会
　　　（魚梁瀬多目的施設）
15日 魚梁瀬熊野神社秋の例大祭
 魚梁瀬古式弓射式
16日 第２４回山師達人選手権大会
　　　（馬路村民運動場）
19日 オルカブラス演奏会（就業改善センター）
22日 馬路保育所運動会（馬路体育館）
23日 魚梁瀬地区村民運動会
30日 第１１回ゆずはじまる祭

10月

11月

　
12
月
に
入
り
、今
年
１
年
の
出
来

事
を
思
い
返
し
て
い
た
。い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
あ
っ
た
。

　
そ
ん
な
時
、馬
路
の
神
祭
で
神
楽

を
舞
う
若
者
た
ち
の
姿
を
見
た
。襷

や
盆
、剱
を
う
ま
く
使
い
な
が
ら
、高

く
跳
ん
だ
り
前
転
し
た
り
と
、か
な
り

ハ
ー
ド
な
も
の
だ
っ
た
。仕
事
を
終
え

て
か
ら
の
練
習
は
十
分
で
は
な
か
っ

た
だ
ろ
う
し
、前
日
は
神
輿
を
担
い

で
、体
は
ボ
ロ
ボ
ロ
だ
っ
た
は
ず
だ
。

　
舞
い
終
え
て
、ほ
っ
と
し
た
彼
ら
の

表
情
に
、こ
ち
ら
も
心
が
ほ
っ
こ
り
し

た
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
山
）
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村内あちらこちら

11月1日　オータムライブツアー2016 in 馬路村（就業改善センター）

10月9日　馬路地区村民運動会

10月15日　魚梁瀬熊野神社秋の例大祭

10月22日　馬路保育所運動会

11月13日　魚梁瀬ダム見学と西川渓谷ウォーキング

魚梁瀬50年～節目の年を迎えて～ ・・・・２

戸籍事務が電算化されます・・・・・・・・・３

平成 27年度村の決算 ・・・・・・・・・・・・４

議会だよりNO.146 ・・・・・・・・・・ ５～７
おらが村の学校便り44・・・・・・・・・・・ ８・９

村のおしどり夫婦に聞く！①
魚梁瀬ふるさと応援隊⑫ ・・・・・・・・・１０

馬路ョン・ふるさとへの便り65 ・・・・１１

安井ドクターのお安いご用 ・・・・・・・１２

魚梁瀬森林鉄道　日本遺産への道 ・・・１３

安田川漫歩（22）・・・・・・・・・・・・ 1４・１５
お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６
行事予定表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７

村内あちらこちら・村のできごと・・・・１８

　１２月４日、馬路熊野神社拝殿において、３年ぶりに神社神楽が奉納された。
　３０年以上続けてきた小島忠義さんが打つ太鼓に合わせて、村の若者たちが、襷の舞・
盆の舞・剱の舞を舞う。その姿は、幻想的な中にも、若者の力強さを感じるものであった。

たすき

つるぎ
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戸
籍
事
務
が
電
算
化
さ
れ
ま
す

平
成
28
年
12
月
19
日（
月
）か
ら
戸
籍
の
証
明
書
が
変
わ
り
ま
す
！

　
先
に
各
家
庭
へ
郵
便
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、
村
で
は
戸
籍
の
電
算

化
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
戸
籍
を
電
算
化
す
る
こ
と
で
今
ま
で
よ
り

も
窓
口
で
の
証
明
発
行
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

●
戸
籍
を
電
算
化
す
る
と

　
明
治
時
代
以
来
手
書
き
や
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
で
記
載
さ
れ
て
い
た
た

め
、
出
生
な
ど
の
届
出
が
さ
れ
て
か

ら
戸
籍
謄
本
な
ど
の
発
行
ま
で
数
日

か
か
り
ま
し
た
が
、
戸
籍
を
電
算
化

す
る
こ
と
で
よ
り
早
く
証
明
書
が
発

行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。（
※
1・2
）

　
ま
た
、
証
明
書
の
名
称
が
、
戸
籍

謄
本
は
、
「
全
部
事
項
証
明
」
・
戸

籍
抄
本
は
、
「
個
人
事
項
証
明
」
に

変
わ
り
ま
す
。

※
１
　
複
雑
な
事
例
（
戸
籍
届
）
を

除
き
ま
す
。

※
２
　
先
祖
の
戸
籍
を
さ
か
の
ぼ
る

等
の
場
合
、
戸
籍
検
索
だ
け

で
60
分
程
度
か
か
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

●
分
か
り
や
す
い
戸
籍
に
な
る

　
今
ま
で
の
戸
籍
は
、
「
縦
書
き
」

で
難
解
な
文
章
で
し
た
が
、
電
算
化

後
は
、
「
横
書
き
」
で
項
目
ご
と
に

明
確
に
記
載
さ
れ
、
記
録
の
内
容
が

一
目
で
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
下
左
図
参
照
）
　

　
ま
た
、
今
ま
で
の
戸
籍
は
、
「
平

成
改
製
原
戸
籍
」
と
し
て
画
像
処
理

し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
150
年
間
保

存
さ
れ
ま
す
。

●
請
求
方
法
は
同
じ
で
す

　
証
明
書
を
請
求
す
る
際
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
本
人
確
認
の
書
類
の
提

示
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
同
一
戸

籍
・
直
系
以
外
の
方
の
証
明
書
を
請

求
す
る
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
で

す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
　
戸
籍
係

　☎
⑧
４
４
―
２
１
１
１

対象となるのは馬路村に本籍がある方です。住民登録があっても、

本籍地が他の市区町村にある方は対象外です。

見やすく
分かりやすい記載

紙 戸 籍紙 戸 籍

コンピューター戸籍コンピューター戸籍

▼電算化後の『全部事項証明』

▲電算化前の『戸籍謄本』

① 数字は漢数字
② 専門的用語を用いた縦書き
③ 経年劣化により不鮮明な
　 部分がある

① 数字は算用数字
② 通用字体（正字）を用いた横書き
③ 電子データからの出力で常に
　 鮮明な印刷発行が可能

　
魚
梁
瀬
地
区
で
は
、
昭
和
40
年
（
１
９
６
５
年
）
の
魚
梁
瀬

ダ
ム
建
設
に
よ
る
丸
山
台
地
移
転
か
ら
50
年
が
経
過
し
、
ま

た
、
昭
和
41
年
（
１
９
６
６
年
）
９
月
12
日
に
、
ヤ
ナ
セ
杉
が

高
知
県
の
木
に
指
定
さ
れ
て
50
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
10
月
１

日
、
２
日
に
魚
梁
瀬
50
年
記
念
行
事
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
１
日
は
、
魚
梁
瀬
に
縁
の
あ
る

方
々
と
地
区
の
か
た
が
た
を
対
象

と
し
た
大
同
窓
会
を
、
魚
梁
瀬

小
・
中
学
校
体
育
館
で
開
催
し
、

魚
梁
瀬
出
身
者
や
仕
事
で
魚
梁
瀬

に
来
ら
れ
て
い
た
方
な
ど
地
区
外

66
人
、
地
区
内
64
人
の
計
130
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
開
宴
に
先
立
ち
、
旧
魚
梁
瀬
集

落
や
ダ
ム
建
設
の
様
子
を
記
録
し

た
「
ふ
る
さ
と
の
記
録
」
が
上
映

さ
れ
、
懐
か
し
い
映
像
に
皆
、
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
47
年
か
ら
49
年
ま
で
魚
梁

瀬
営
林
署
長
で
あ
っ
た
元
林
野
庁

長
官
の
塚
本
隆
久
さ
ん
は
、
参
加

者
を
代
表
し
た
あ
い
さ
つ
の
な
か

で
、
自
身
の
思
い
出
と
と
も
に

「
営
林
署
が
な
く
な
っ
た
の
は
大

変
寂
し
く
残
念
な
思
い
」
と
し
な

が
ら
も
、
「
魚
梁
瀬
に
は
情
熱
に

満
ち
た
人
が
い
る
。
潜
在
的
な
力

を
呼
び
起
こ
し
地
域
の
発
展
に
つ

な
げ
て
ほ
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
懐
か
し
い
ね
」

「
何
年
ぶ
り
？
」
と
近
況
報
告

な
ど
旧
交
を
温
め
合
い
ま
し
た
。

 

会
場
に
は
、
湯
浅
雅
文
さ
ん

が
中
心
と
な
り
聞
き
取
り
に
よ

っ
て
作
ら
れ
た
旧
魚
梁
瀬
地
区

の
住
宅
地
図
や
、
移
転
前
、
移

転
後
の
写
真
が
展
示
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
２
日
は
、
記
念
式
典
が
魚

梁
瀬
小
・
中
学
校
体
育
館
で

行
わ
れ
、
46
人
の
方
が
出
席

さ
れ
ま
し
た
。
村
長
は
式
辞

で
、
昭
和
39
年
（
１
９
６
４

年
）
の
丸
山
台
地
竣
工
式
の

際
に
建
て
ら
れ
た
銘
板
の
文

言
か
ら
「
勇
気
と
英
知
と
忍

耐
を
も
っ
て
、
地
区
の
住
民

の
皆
さ
ま
と
共
に
次
の
時
代

へ
と
魚
梁
瀬
を
引
き
継
い
で

い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
魚
梁
瀬
ふ
る
さ
と
劇

団
杉
ぼ
っ
く
り
に
よ
る
〝
豆
電

球
〞
作
「
魚
梁
瀬
営
林
署
ブ
ル

ー
ス
」
な
ど
も
披
露
さ
れ
、
全

員
で
魚
梁
瀬
の
歌
「
甚
吉
お
ろ

し
」
を
熱
唱
し
ま
し
た
。

　
大
阪
か
ら
来
ら
れ
た
旧
魚
梁

瀬
小
学
校
の
卒
業
生
か
ら
は

「
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
こ
ん
な

イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
呼
ん
で
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

魚梁瀬５０年～節目の年を迎えて～魚梁瀬５０年～節目の年を迎えて～

大
同
窓
会

記
念
式
典

魚梁瀬にトランポリン
選手がやってきた！

　
10
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
魚
梁
瀬
地
区
村
民
運
動
会
で
は
、
魚
梁

瀬
50
年
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
、
電
源
開
発
所
属
の
元
シ
ド
ニ
ー

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
選
手
の
中
田
大
輔
さ
ん
が
、
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
シ
ョ
ー
や
体
験
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
初
め
て
生
で
見
る
圧

巻
の
演
技
に
、
観
客
席
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　ダムカレー部会が考案し
た、電源開発株式会社公認
の“魚梁瀬ダムカレー”。６
月から何度も試作をし、完
成したカレーは、十五穀米
をロックヒルに見立て、管
理道をゴボウ、魚梁瀬大橋
をトマト、周辺の緑をオクラ
など季節の野菜、流木をト
ンカツで表現しました。

▲「そうそう、そうやったねえ」

大好評の

魚
梁瀬
ダムカレー
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催
し
ま
し
た
。

　
１
日
は
、
魚
梁
瀬
に
縁
の
あ
る

方
々
と
地
区
の
か
た
が
た
を
対
象

と
し
た
大
同
窓
会
を
、
魚
梁
瀬

小
・
中
学
校
体
育
館
で
開
催
し
、

魚
梁
瀬
出
身
者
や
仕
事
で
魚
梁
瀬

に
来
ら
れ
て
い
た
方
な
ど
地
区
外

66
人
、
地
区
内
64
人
の
計
130
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
開
宴
に
先
立
ち
、
旧
魚
梁
瀬
集

落
や
ダ
ム
建
設
の
様
子
を
記
録
し

た
「
ふ
る
さ
と
の
記
録
」
が
上
映

さ
れ
、
懐
か
し
い
映
像
に
皆
、
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
47
年
か
ら
49
年
ま
で
魚
梁

瀬
営
林
署
長
で
あ
っ
た
元
林
野
庁

長
官
の
塚
本
隆
久
さ
ん
は
、
参
加

者
を
代
表
し
た
あ
い
さ
つ
の
な
か

で
、
自
身
の
思
い
出
と
と
も
に

「
営
林
署
が
な
く
な
っ
た
の
は
大

変
寂
し
く
残
念
な
思
い
」
と
し
な

が
ら
も
、
「
魚
梁
瀬
に
は
情
熱
に

満
ち
た
人
が
い
る
。
潜
在
的
な
力

を
呼
び
起
こ
し
地
域
の
発
展
に
つ

な
げ
て
ほ
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
懐
か
し
い
ね
」

「
何
年
ぶ
り
？
」
と
近
況
報
告

な
ど
旧
交
を
温
め
合
い
ま
し
た
。

 

会
場
に
は
、
湯
浅
雅
文
さ
ん

が
中
心
と
な
り
聞
き
取
り
に
よ

っ
て
作
ら
れ
た
旧
魚
梁
瀬
地
区

の
住
宅
地
図
や
、
移
転
前
、
移

転
後
の
写
真
が
展
示
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
２
日
は
、
記
念
式
典
が
魚

梁
瀬
小
・
中
学
校
体
育
館
で

行
わ
れ
、
46
人
の
方
が
出
席

さ
れ
ま
し
た
。
村
長
は
式
辞

で
、
昭
和
39
年
（
１
９
６
４

年
）
の
丸
山
台
地
竣
工
式
の

際
に
建
て
ら
れ
た
銘
板
の
文

言
か
ら
「
勇
気
と
英
知
と
忍

耐
を
も
っ
て
、
地
区
の
住
民

の
皆
さ
ま
と
共
に
次
の
時
代

へ
と
魚
梁
瀬
を
引
き
継
い
で

い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
魚
梁
瀬
ふ
る
さ
と
劇

団
杉
ぼ
っ
く
り
に
よ
る
〝
豆
電

球
〞
作
「
魚
梁
瀬
営
林
署
ブ
ル

ー
ス
」
な
ど
も
披
露
さ
れ
、
全

員
で
魚
梁
瀬
の
歌
「
甚
吉
お
ろ

し
」
を
熱
唱
し
ま
し
た
。

　
大
阪
か
ら
来
ら
れ
た
旧
魚
梁

瀬
小
学
校
の
卒
業
生
か
ら
は

「
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
こ
ん
な

イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
呼
ん
で
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

魚梁瀬５０年～節目の年を迎えて～魚梁瀬５０年～節目の年を迎えて～

大
同
窓
会

記
念
式
典

魚梁瀬にトランポリン
選手がやってきた！

　
10
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
魚
梁
瀬
地
区
村
民
運
動
会
で
は
、
魚
梁

瀬
50
年
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
、
電
源
開
発
所
属
の
元
シ
ド
ニ
ー

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
選
手
の
中
田
大
輔
さ
ん
が
、
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
シ
ョ
ー
や
体
験
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
初
め
て
生
で
見
る
圧

巻
の
演
技
に
、
観
客
席
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　ダムカレー部会が考案し
た、電源開発株式会社公認
の“魚梁瀬ダムカレー”。６
月から何度も試作をし、完
成したカレーは、十五穀米
をロックヒルに見立て、管
理道をゴボウ、魚梁瀬大橋
をトマト、周辺の緑をオクラ
など季節の野菜、流木をト
ンカツで表現しました。

▲「そうそう、そうやったねえ」

大好評の

魚
梁瀬
ダムカレー
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平成２7年度村の決算平成２7年度村の決算平成２7年度村の決算

災害復旧事業費
 371,569千円（15.3%）

維持補修費
10,373千円（0.4%）

積立金
14,234千円（0.6%）

繰出金
特別会計への繰出金
154,849千円（6.4%）

投資及び
出資金
3,990千円（0.2%）

扶助費
福祉施設入所費など
22,283千円
（0.9%）

物件費
消耗品・光熱水費・
通信運搬費など
359,093千円（14.8%）

補助費等
中芸広域連合負担金・
各種団体への補助など
283,209千円（11.7%）

人件費
職員給与・手当など
318,721千円
（13.1%）

普通建設事業費
林道整備・村道整備など公共事業
673,735千円（27.7%）

公債費
借金の返済金
217,188千円
（8.9%）

村 税
村民税・固定資産税など
131,513千円（5.1%）

その他
負担金・使用料など
31,589千円（1.2%）

繰入金
基金の取り崩し
88,550千円（3.5%）

諸収入
寄付金・繰越金など
375,464千円（14.7%）

その他の交付金など
地方消費税交付金
地方譲与税など
39,121千円（1.5%）

国庫支出金
村が行う事業に対する
国からの負担金や補助金
584,052千円（22.9%）

県支出金
村が行う事業に対する
県からの負担金や補助金
85,065千円（3.3%）

村 債
村が行う事業の
ために借りたお金
 181,351千円（7.1%）

地方交付税
所得税や酒税などの国税を基準に
配分される交付金
1,039,474千円（40.7%）

　平成27年度の決算の状況をお知らせします。馬路村一般会計の歳入決算額は、2,556,179千円で、前年度
2,743,740千円に比べ187,561千円(6.8％)の減となっています。歳出決算額は、2,429,244千円で、前年度
2,399,344千円と比較すると29,900千円(1.2％)の増になっています。
　歳入が減額となった主な要因は、次年度への繰越事業が昨年度より減少したことに伴う基金取り崩しによる繰入金の減
によるもので、歳出が増額となった主な要因は、連年の台風災害による災害復旧費の増額によるものです。

平成２7年度一般会計の歳入歳出決算額

歳入の状況
（2,556百万円）

歳出の状況
（2,429百万円）

義務的経費
558,192千円
 (22.9%)

その他の経費
825,748千円
  （34.1%） 

投資的経費
1,045,304千円
  （43.0%） 

自主財源
627,116千円
（24.5%）

依存財源
 1,929,063千円
（75.5%）

議会だより 9月定例会NO.146

◎
教
育
委
員
会
委
員
に

　
岩
城
立
郎
氏
を
適
任
者

　
と
認
め
再
任
に
同
意
し
た
。

　
馬
路
村
大
字
馬
路

　
　 

（
66
歳
）

任
期

　
平
成
28
年
10
月
１
日

　
か
ら
32
年
９
月
30
日

　
ま
で

平成２８年　第５回　定例会で議決された議案などの賛否一覧表 ○ ： 賛成　　× ： 反対　　　欠 ： 欠席　　― ： 議長

教育委員会委員の任命について

平成２７年度馬路村一般会計歳入歳出決算の認定について

平成２７年度馬路村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２７年度馬路村簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２７年度馬路村診療所特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２７年度馬路村介護サービス特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２７年度馬路村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

高知県市町村総合事務組合規約の一部を改正する規約について

中芸広域連合規約の一部を改正する規約について

平成２８年度馬路村一般会計補正予算（第３号）について

平成２８年度馬路村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について

平成２８年度馬路村簡易水道特別会計補正予算（第１号）について

平成２８年度馬路村診療所特別会計補正予算（第２号）について

平成２８年度馬路村介護サービス特別会計補正予算（第１号）について

平成２８年度馬路村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について
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認
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結
果

五
味
隆
仁

山
中
　
隆

枦
山
民
夫

岡
田
元
生

皆
津
由
理

木
下
英
年

岩
城
勝
則

清
岡
弘
滋

同意議案第１号

認定議案第１号

認定議案第２号

認定議案第３号

認定議案第４号

認定議案第５号

認定議案第６号

議案第１号

議案第２号

議案第３号

議案第４号

議案第５号

議案第６号

議案第７号

議案第８号

　平成２８年９月定例会は、９月１３日から１６日までの４日間の会期で開催された。
　１３日は、行政報告などの諸般の報告に続いて、教育委員会委員の選任に同意。
　平成２７年度馬路村の健全化判断比率及び資金不足比率の報告１件と各議案の提案説明が行われた。
　１４日は議案精査のため休会。
　１５日は一般質問を５氏が行った後、議案等の審議、採決を行い、平成２７年度各会計決算の認定や
平成２８年度各会計補正予算など１４議案を可決し、会期を１日繰り上げて閉会した。

平成２８年　第５回　９月定例会の概要

人

　
　事
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1,039,474千円（40.7%）

　平成27年度の決算の状況をお知らせします。馬路村一般会計の歳入決算額は、2,556,179千円で、前年度
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　歳入が減額となった主な要因は、次年度への繰越事業が昨年度より減少したことに伴う基金取り崩しによる繰入金の減
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歳入の状況
（2,556百万円）
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同
意
認
定
認
定
認
定
認
定
認
定
認
定
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決

結
果

五
味
隆
仁

山
中
　
隆

枦
山
民
夫

岡
田
元
生

皆
津
由
理

木
下
英
年

岩
城
勝
則

清
岡
弘
滋

同意議案第１号

認定議案第１号

認定議案第２号

認定議案第３号

認定議案第４号

認定議案第５号

認定議案第６号

議案第１号

議案第２号

議案第３号

議案第４号

議案第５号

議案第６号

議案第７号

議案第８号

　平成２８年９月定例会は、９月１３日から１６日までの４日間の会期で開催された。
　１３日は、行政報告などの諸般の報告に続いて、教育委員会委員の選任に同意。
　平成２７年度馬路村の健全化判断比率及び資金不足比率の報告１件と各議案の提案説明が行われた。
　１４日は議案精査のため休会。
　１５日は一般質問を５氏が行った後、議案等の審議、採決を行い、平成２７年度各会計決算の認定や
平成２８年度各会計補正予算など１４議案を可決し、会期を１日繰り上げて閉会した。

平成２８年　第５回　９月定例会の概要

人

　
　事
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■
９
月
６
日

「
自
立
の
村
づ
く
り
」に
つ
い

て（
株
）
エ
コ
ア
ス
馬
路
村
の

現
地
調
査
に
基
づ
き
、
現
在

ま
で
の
経
過
や
現
状
に
つ
い

て
共
通
認
識
を
図
っ
た
。

　
林
業
や
そ
の
他
の
産
業
、

定
住
人
口
な
ど
に
つ
い
て
も

重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
調
査
・
審
査

を
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

「
執
行
部
か
ら
の
説
明
」
に

つ
い
て

　
連
携
中
枢
都
市
圏
形
成
に

係
る
連
携
協
約
の
締
結
に
つ

い
て 村

づ
く
り
推
進
常
任
委
員
会

■
９
月
９
日

　
平
成
28
年
第
５
回
定
例
会

の
日
程
に
つ
い
て

　
執
行
部
提
出
予
定
の
議
案

等
に
よ
り
会
期
９
月
13
日
か

ら
16
日
ま
で
の
４
日
間
と

し
、
14
日
は
議
案
精
査
の
た

め
休
会
と
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

委
員
会
活
動
報
告

　
全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
、
10
月
13
日
か
ら
14

日
の
日
程
で
奈
良
県
橿
原
市

で
開
催
さ
れ
、
議
員
全
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
過
疎
地
域
に
お
け
る
課
題

で
あ
る
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
は
、
本
村
だ
け
で
な
く

日
本
全
体
が
直
面
し
て
い
る

問
題
で
す
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
1
日
目

は
、
徳
島
県
上
勝
町
（
株
）

い
ろ
ど
り
の
横
石
代
表
取
締

役
の
基
調
講
演
が
あ
り
、

「
誰
に
で
も
居
場
所
と
出
番

が
あ
る
。
負
の
連
鎖
か
ら
抜

け
出
す
こ
と
や
、
や
る
気
を

育
て
る
こ
と
、
人
間
力
の
大

切
さ
」
な
ど
を
ご
講
義
い
た

だ
き
、
そ
の
後
は
、
地
域
活

性
化
先
進
地
の
村
長
や
研
究

セ
ン
タ
ー
、
研
究
所
の
代
表

の
方
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　
2
日
目
は
、
分
科
会
が
奈

良
県
内
の
４
会
場
で
あ
り
、

馬
路
村
議
会
は
、
天
川
村
立

天
川
小
学
校
体
育
館
で
の
分

科
会
「
山
癒
の
里
か
ら
の
メ

全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　in
な
ら

研

修

報

告

ッ
セ
ー
ジ
〜
豊
か
な
地
域
資

源
を
活
用
し
た
取
り
組
み

〜
」
と
い
う
内
容
で
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
へ
参

加
し
ま
し
た
。

　
天
川
村
は
、
奈
良
県
の
中

心
地
よ
り
少
し
南
に
位
置
し

た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
日
は
、
前
日
ま
で
の

暖
か
さ
と
は
打
っ
て
変
わ

り
、
村
長
が
挨
拶
し
た
中
で

も
「
ス
ト
ー
ブ
を
用
意
し
て

な
く
て
す
み
ま
せ
ん
。
我
慢

で
き
ま
す
か
」
と
の
発
言
が

あ
っ
た
ほ
ど
の
冷
え
込
み
で

し
た
が
、
有
機
農
業
で
地
域

活
性
化
を
図
る
取
り
組
み

や
、
豊
か
な
地
域
資
源
を
活

用
し
た
取
り
組
み
な
ど
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
発
表
者
の

熱
意
が
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す

勢
い
で
会
場
全
体
に
広
が
り

ま
し
た
。

　
分
科
会
終
了
後
、
天
川
村

の
隣
に
あ
る
黒
滝
村
の
議
会

と
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し

た
。

　
黒
滝
村
議
会
（
定
数
６

名
）
の
う
ち
、
脇
坂
議
長
は

じ
め
５
名
の
参
加
が
あ
り
、

ま
た
辻
内
村
長
も
来
て
い
た

だ
い
て
の
昼
食
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
黒
滝
村
は
、
人
口
634
人
、

面
積
は
馬
路
村
の
約
3
分
の

1
で
、
森
林
は
97
％
と
馬
路

村
と
似
て
い
る
点
が
多
い
村

で
す
。

　
林
業
は
、
吉
野
林
業
発
祥

の
地
と
し
て
の
産
業
の
地
位

を
確
立
し
て
お
り
、
そ
れ
を

基
に
山
里
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設

を
中
心
と
し
た
観
光
面
に
も

力
を
入
れ
て
村
づ
く
り
を
し

て
い
ま
す
。

　
人
口
問
題
や
産
業
で
の
課

題
も
馬
路
村
と
同
じ
で
あ

り
、
活
発
な
意
見
交
換
が
で

き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

黒
滝
村
議
会
と
の
話
を
通
じ

て
得
た
も
の
を
こ
れ
か
ら
の

村
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一

般

質

問
こ
こ
が

聞
き
た
い

　
一
般
質
問
に
は
、
５
氏
が

立
ち
、
次
の
と
お
り
質
問
を

行
っ
た
。

（
質
問
趣
旨
、執
行
部
答
弁
要
旨
）

木
下
英
年
　議
員

村
道
及
び
主
要
林
道
の
整
備

点
検
・
維
持
管
理
に
つ
い
て

　 

村
道
平
野
線
及
び
林
道
栃

谷
線
は
、
大
型
車
両
の
通
行

に
よ
り
路
面
損
傷
が
進
み
、

通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
。

　
早
急
な
整
備
・
点
検
、
維

持
管
理
に
努
め
る
べ
き
だ
が

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
問

う
。

答 

（
村
長
）

　
村
道
平
野
線
は
、
県
道
安

田
東
洋
線
の
災
害
復
旧
工
事

に
よ
る
通
行
止
め
に
伴
い
迂

回
路
と
し
て
利
用
し
た
こ
と

か
ら
、
特
に
舗
装
の
傷
み
が

激
し
い
箇
所
を
県
に
修
復
を

し
て
も
ら
っ
た
。
し
か
し
、

全
て
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
全
面
的
な
舗
装
、
側
溝
等

の
改
修
な
ど
に
は
、
多
額
の

費
用
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

あ
ら
ゆ
る
方
法
を
事
業
費
と

比
較
し
な
が
ら
検
討
し
な
く

て
は
い
け
な
い
。
次
年
度
以

降
、
国
の
社
会
資
本
整
備
事

業
に
組
み
込
み
、
計
画
的
な

改
修
が
で
き
な
い
か
県
と
協

議
し
進
め
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
林
道
栃
谷
線
に
つ

い
て
は
、
全
面
開
通
後
に
十

分
な
整
備
が
で
き
な
い
か
検

討
し
て
い
く
。

問

岡
田
元
生
　議
員

行
政
施
策
の
進
捗
と
計
画
づ

く
り
に
つ
い
て

問
１ 

本
年
度
計
画
さ
れ
た
施

策
や
行
政
方
針
及
び
予
算
計

上
さ
れ
た
も
の
（
住
宅
の
耐

震
対
策
・
地
方
創
生
に
か
か

る
人
口
対
策
な
ど
）
に
つ
い

て
、
役
場
全
体
の
取
り
組
み

と
し
て
目
標
や
目
標
達
成
の

た
め
の
着
実
な
取
り
組
み
で

進
捗
し
て
い
る
の
か
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
に
進

捗
状
況
を
報
告
す
る
と
し
て

い
る
が
。

答 

（
村
長
）

　
９
月
に
入
っ
て
各
課
の
重

点
項
目
の
上
半
期
と
取
り
組

み
状
況
、
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

し
た
。

　
確
実
に
進
捗
し
て
い
る
も

の
か
ら
若
干
遅
れ
て
い
る
も

の
ま
で
あ
る
。
特
に
遅
れ
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
、
副
村

長
と
と
も
に
指
導
し
た
い
。

年
が
明
け
る
と
次
年
度
の
予

算
編
成
も
進
ん
で
い
る
の
で
、

今
回
質
問
さ
れ
た
こ
と
で
報

告
が
で
き
な
か
っ
た
件
に
つ

い
て
議
会
に
報
告
を
行
う
。

問
２
　
村
の
重
要
な
課
題

（
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
に

対
す
る
上
乗
せ
補
助
・
耐
震

性
能
が
な
い
就
業
改
善
セ
ン

タ
ー
の
改
築
、
村
内
に
居
宅

介
護
施
設
の
設
置
、
職
員
の

育
成
な
ど
）
に
つ
い
て
、
前

向
き
で
し
っ
か
り
と
し
た
検

討
や
協
議
が
な
さ
れ
て
い
る

の
か
問
う
。

答 

（
村
長
）

　
各
課
に
お
い
て
、
重
点
課

題
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、

課
長
会
に
お
い
て
も
課
題
解

決
に
向
け
て
の
協
議
を
行
う

な
ど
を
し
て
い
る
。

山
中
隆
　議
員

村
の
魅
力
を
ど
う
生
か
す
か

問 

美
し
い
山
・
清
い
川
・
さ

わ
や
か
な
空
気
、
こ
の
馬
路

村
を
い
つ
ま
で
も
残
す
た
め
、

ど
の
よ
う
な
対
策
（
国
・

県
・
関
係
団
体
等
へ
）
を
行

っ
て
き
た
の
か
。

　
ま
た
、
そ
れ
に
対
し
て
施

策
を
行
っ
た
の
か
問
う
。

答 

（
村
長
）

　
農
林
業
に
関
す
る
施
策
を

進
め
る
た
め
に
必
要
な
財
源

の
確
保
な
ど
は
、
町
村
会
や

議
長
会
と
連
携
し
て
、
県
選

出
国
会
議
員
や
高
知
県
知
事

を
は
じ
め
関
係
部
局
長
に
対

し
て
要
望
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
村
と
し
て
も
機
会
あ
る

ご
と
に
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

本
村
の
素
晴
ら
し
い
自
然
環

境
を
後
世
に
残
し
て
い
く
た

め
、
村
と
し
て
必
要
な
施
策

を
行
っ
て
い
く
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
国
・
県
・
関
係

機
関
へ
の
働
き
か
け
も
引
き

続
き
行
っ
て
い
く
。

皆
津
由
理
　議
員

防
災
対
策
に
つ
い
て

問 

災
害
時
に
長
期
孤
立
化
が

懸
念
さ
れ
る
本
村
で
は
、
避

難
所
で
の
安
全
面
の
配
慮
、

衛
生
対
策
、
感
染
症
の
予
防

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

考
え
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
準
備
を
進
め
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
災
害
時
、
自
力
で

避
難
が
困
難
な
高
齢
者
等

「
要
援
護
者
」
を
ス
ム
ー
ズ

に
避
難
し
て
も
ら
う
た
め
、

ど
の
よ
う
な
支
援
を
考
え
て

い
る
の
か
問
う
。

答 

（
村
長
）

　
長
期
間
の
避
難
所
運
営
と

な
る
と
、
特
に
ト
イ
レ
の
問

題
は
比
較
的
早
い
段
階
か
ら

の
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
村

で
は
、
簡
易
ト
イ
レ
セ
ッ
ト

（
水
が
利
用
で
き
な
い
場
合
、

仮
設
の
ト
イ
レ
に
お
い
て
、

使
用
後
に
抗
菌
性
の
凝
固
剤

を
振
り
固
め
て
処
理
す
る
も

の
）
を
現
在
、
１
４
０
０
セ

ッ
ト
購
入
し
備
蓄
し
て
い
る
。

大
規
模
な
災
害
に
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
避
難
所
の
運
営
は
、

行
政
だ
け
で
は
大
変
難
し
い
。

必
要
な
知
識
も
取
り
ま
と
め
、

ま
た
、
住
民
の
方
の
協
力
は
、

必
要
不
可
欠
で
あ
る
の
で
周

知
に
も
努
め
て
い
く
。

　
要
支
援
者
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
新
た
な
災
害
対
策
基

本
法
に
よ
り
、
個
別
支
援
計

画
の
策
定
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
。

　
支
援
者
に
情
報
提
供
す
る

こ
と
に
も
な
っ
て
お
り
、
計

画
の
策
定
に
あ
た
り
、
要
支

援
者
の
情
報
の
収
集
と
対
象

者
の
状
況
ご
と
に
重
点
的
・

優
先
的
に
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
の

で
本
人
は
も
ち
ろ
ん
関
係
各

位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
願

う
。

枦
山
民
夫
　議
員

魚
梁
瀬
地
区
の
清
掃
に
つい
て

問 

村
内
一
斉
清
掃
が
毎
年
６

月
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
魚

梁
瀬
地
区
で
は
人
口
減
少
や

高
齢
に
よ
り
危
険
な
区
域
の

清
掃
が
で
き
な
く
な
っ
て
い

る
。
こ
の
対
策
を
村
で
で
き

な
い
か
問
う
。

答 

（
村
長
）

　
危
険
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、

早
い
段
階
で
伝
え
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
一
斉
清
掃
ま
で
に
、

行
政
側
で
対
応
し
て
い
く
。

大
地
震
の
地
震
対
策
に
つい
て

問 
魚
梁
瀬
地
区
の
家
の
ほ
と

ん
ど
が
ブ
ロ
ッ
ク
塀
で
囲
ま

れ
て
い
る
。
大
地
震
が
起
こ

れ
ば
倒
壊
し
避
難
場
所
に
行

く
に
も
苦
労
し
、
後
々
の
活

動
に
も
影
響
が
で
き
て
く
る

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の

か
問
う
。

答 

（
村
長
）

　
家
屋
の
倒
壊
が
あ
っ
た
場

合
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
以
上
に
大

変
な
こ
と
に
な
る
。
避
難
路

に
面
し
て
い
る
方
は
家
屋
の

耐
震
化
を
優
先
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
後
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
倒
壊
防
止
対
策
に
つ
な
が

る
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
補
助
は
、
上

限
が
20
万
円
で
あ
る
が
、
上

乗
せ
の
補
助
も
検
討
し
て
い

く
。

　村民の皆さまの暮らしにかかわる施策など
が決められる大切な議会です。皆さまの傍聴を
お待ちしています。
　１２月定例会は、１２月中旬に開催の予定です。
　
　

議会事務局　　℡　（8）44-2337

議会を傍聴して
　　　みませんか？
議会を傍聴して
　　　みませんか？
議会を傍聴して
　　　みませんか？
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■
９
月
６
日

「
自
立
の
村
づ
く
り
」に
つ
い

て（
株
）
エ
コ
ア
ス
馬
路
村
の

現
地
調
査
に
基
づ
き
、
現
在

ま
で
の
経
過
や
現
状
に
つ
い

て
共
通
認
識
を
図
っ
た
。

　
林
業
や
そ
の
他
の
産
業
、

定
住
人
口
な
ど
に
つ
い
て
も

重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
調
査
・
審
査

を
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

「
執
行
部
か
ら
の
説
明
」
に

つ
い
て

　
連
携
中
枢
都
市
圏
形
成
に

係
る
連
携
協
約
の
締
結
に
つ

い
て 村

づ
く
り
推
進
常
任
委
員
会

■
９
月
９
日

　
平
成
28
年
第
５
回
定
例
会

の
日
程
に
つ
い
て

　
執
行
部
提
出
予
定
の
議
案

等
に
よ
り
会
期
９
月
13
日
か

ら
16
日
ま
で
の
４
日
間
と

し
、
14
日
は
議
案
精
査
の
た

め
休
会
と
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

委
員
会
活
動
報
告

　
全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
、
10
月
13
日
か
ら
14

日
の
日
程
で
奈
良
県
橿
原
市

で
開
催
さ
れ
、
議
員
全
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
過
疎
地
域
に
お
け
る
課
題

で
あ
る
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
は
、
本
村
だ
け
で
な
く

日
本
全
体
が
直
面
し
て
い
る

問
題
で
す
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
1
日
目

は
、
徳
島
県
上
勝
町
（
株
）

い
ろ
ど
り
の
横
石
代
表
取
締

役
の
基
調
講
演
が
あ
り
、

「
誰
に
で
も
居
場
所
と
出
番

が
あ
る
。
負
の
連
鎖
か
ら
抜

け
出
す
こ
と
や
、
や
る
気
を

育
て
る
こ
と
、
人
間
力
の
大

切
さ
」
な
ど
を
ご
講
義
い
た

だ
き
、
そ
の
後
は
、
地
域
活

性
化
先
進
地
の
村
長
や
研
究

セ
ン
タ
ー
、
研
究
所
の
代
表

の
方
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　
2
日
目
は
、
分
科
会
が
奈

良
県
内
の
４
会
場
で
あ
り
、

馬
路
村
議
会
は
、
天
川
村
立

天
川
小
学
校
体
育
館
で
の
分

科
会
「
山
癒
の
里
か
ら
の
メ

全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　in
な
ら

研

修

報

告

ッ
セ
ー
ジ
〜
豊
か
な
地
域
資

源
を
活
用
し
た
取
り
組
み

〜
」
と
い
う
内
容
で
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
へ
参

加
し
ま
し
た
。

　
天
川
村
は
、
奈
良
県
の
中

心
地
よ
り
少
し
南
に
位
置
し

た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
日
は
、
前
日
ま
で
の

暖
か
さ
と
は
打
っ
て
変
わ

り
、
村
長
が
挨
拶
し
た
中
で

も
「
ス
ト
ー
ブ
を
用
意
し
て

な
く
て
す
み
ま
せ
ん
。
我
慢

で
き
ま
す
か
」
と
の
発
言
が

あ
っ
た
ほ
ど
の
冷
え
込
み
で

し
た
が
、
有
機
農
業
で
地
域

活
性
化
を
図
る
取
り
組
み

や
、
豊
か
な
地
域
資
源
を
活

用
し
た
取
り
組
み
な
ど
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
発
表
者
の

熱
意
が
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す

勢
い
で
会
場
全
体
に
広
が
り

ま
し
た
。

　
分
科
会
終
了
後
、
天
川
村

の
隣
に
あ
る
黒
滝
村
の
議
会

と
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し

た
。

　
黒
滝
村
議
会
（
定
数
６

名
）
の
う
ち
、
脇
坂
議
長
は

じ
め
５
名
の
参
加
が
あ
り
、

ま
た
辻
内
村
長
も
来
て
い
た

だ
い
て
の
昼
食
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
黒
滝
村
は
、
人
口
634
人
、

面
積
は
馬
路
村
の
約
3
分
の

1
で
、
森
林
は
97
％
と
馬
路

村
と
似
て
い
る
点
が
多
い
村

で
す
。

　
林
業
は
、
吉
野
林
業
発
祥

の
地
と
し
て
の
産
業
の
地
位

を
確
立
し
て
お
り
、
そ
れ
を

基
に
山
里
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設

を
中
心
と
し
た
観
光
面
に
も

力
を
入
れ
て
村
づ
く
り
を
し

て
い
ま
す
。

　
人
口
問
題
や
産
業
で
の
課

題
も
馬
路
村
と
同
じ
で
あ

り
、
活
発
な
意
見
交
換
が
で

き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

黒
滝
村
議
会
と
の
話
を
通
じ

て
得
た
も
の
を
こ
れ
か
ら
の

村
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一

般

質

問
こ
こ
が

聞
き
た
い

　
一
般
質
問
に
は
、
５
氏
が

立
ち
、
次
の
と
お
り
質
問
を

行
っ
た
。

（
質
問
趣
旨
、執
行
部
答
弁
要
旨
）

木
下
英
年
　議
員

村
道
及
び
主
要
林
道
の
整
備

点
検
・
維
持
管
理
に
つ
い
て

　 

村
道
平
野
線
及
び
林
道
栃

谷
線
は
、
大
型
車
両
の
通
行

に
よ
り
路
面
損
傷
が
進
み
、

通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
。

　
早
急
な
整
備
・
点
検
、
維

持
管
理
に
努
め
る
べ
き
だ
が

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
問

う
。

答 

（
村
長
）

　
村
道
平
野
線
は
、
県
道
安

田
東
洋
線
の
災
害
復
旧
工
事

に
よ
る
通
行
止
め
に
伴
い
迂

回
路
と
し
て
利
用
し
た
こ
と

か
ら
、
特
に
舗
装
の
傷
み
が

激
し
い
箇
所
を
県
に
修
復
を

し
て
も
ら
っ
た
。
し
か
し
、

全
て
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
全
面
的
な
舗
装
、
側
溝
等

の
改
修
な
ど
に
は
、
多
額
の

費
用
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

あ
ら
ゆ
る
方
法
を
事
業
費
と

比
較
し
な
が
ら
検
討
し
な
く

て
は
い
け
な
い
。
次
年
度
以

降
、
国
の
社
会
資
本
整
備
事

業
に
組
み
込
み
、
計
画
的
な

改
修
が
で
き
な
い
か
県
と
協

議
し
進
め
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
林
道
栃
谷
線
に
つ

い
て
は
、
全
面
開
通
後
に
十

分
な
整
備
が
で
き
な
い
か
検

討
し
て
い
く
。

問

岡
田
元
生
　議
員

行
政
施
策
の
進
捗
と
計
画
づ

く
り
に
つ
い
て

問
１ 

本
年
度
計
画
さ
れ
た
施

策
や
行
政
方
針
及
び
予
算
計

上
さ
れ
た
も
の
（
住
宅
の
耐

震
対
策
・
地
方
創
生
に
か
か

る
人
口
対
策
な
ど
）
に
つ
い

て
、
役
場
全
体
の
取
り
組
み

と
し
て
目
標
や
目
標
達
成
の

た
め
の
着
実
な
取
り
組
み
で

進
捗
し
て
い
る
の
か
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
に
進

捗
状
況
を
報
告
す
る
と
し
て

い
る
が
。

答 

（
村
長
）

　
９
月
に
入
っ
て
各
課
の
重

点
項
目
の
上
半
期
と
取
り
組

み
状
況
、
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

し
た
。

　
確
実
に
進
捗
し
て
い
る
も

の
か
ら
若
干
遅
れ
て
い
る
も

の
ま
で
あ
る
。
特
に
遅
れ
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
、
副
村

長
と
と
も
に
指
導
し
た
い
。

年
が
明
け
る
と
次
年
度
の
予

算
編
成
も
進
ん
で
い
る
の
で
、

今
回
質
問
さ
れ
た
こ
と
で
報

告
が
で
き
な
か
っ
た
件
に
つ

い
て
議
会
に
報
告
を
行
う
。

問
２
　
村
の
重
要
な
課
題

（
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
に

対
す
る
上
乗
せ
補
助
・
耐
震

性
能
が
な
い
就
業
改
善
セ
ン

タ
ー
の
改
築
、
村
内
に
居
宅

介
護
施
設
の
設
置
、
職
員
の

育
成
な
ど
）
に
つ
い
て
、
前

向
き
で
し
っ
か
り
と
し
た
検

討
や
協
議
が
な
さ
れ
て
い
る

の
か
問
う
。

答 

（
村
長
）

　
各
課
に
お
い
て
、
重
点
課

題
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、

課
長
会
に
お
い
て
も
課
題
解

決
に
向
け
て
の
協
議
を
行
う

な
ど
を
し
て
い
る
。

山
中
隆
　議
員

村
の
魅
力
を
ど
う
生
か
す
か

問 

美
し
い
山
・
清
い
川
・
さ

わ
や
か
な
空
気
、
こ
の
馬
路

村
を
い
つ
ま
で
も
残
す
た
め
、

ど
の
よ
う
な
対
策
（
国
・

県
・
関
係
団
体
等
へ
）
を
行

っ
て
き
た
の
か
。

　
ま
た
、
そ
れ
に
対
し
て
施

策
を
行
っ
た
の
か
問
う
。

答 

（
村
長
）

　
農
林
業
に
関
す
る
施
策
を

進
め
る
た
め
に
必
要
な
財
源

の
確
保
な
ど
は
、
町
村
会
や

議
長
会
と
連
携
し
て
、
県
選

出
国
会
議
員
や
高
知
県
知
事

を
は
じ
め
関
係
部
局
長
に
対

し
て
要
望
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
村
と
し
て
も
機
会
あ
る

ご
と
に
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

本
村
の
素
晴
ら
し
い
自
然
環

境
を
後
世
に
残
し
て
い
く
た

め
、
村
と
し
て
必
要
な
施
策

を
行
っ
て
い
く
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
国
・
県
・
関
係

機
関
へ
の
働
き
か
け
も
引
き

続
き
行
っ
て
い
く
。

皆
津
由
理
　議
員

防
災
対
策
に
つ
い
て

問 

災
害
時
に
長
期
孤
立
化
が

懸
念
さ
れ
る
本
村
で
は
、
避

難
所
で
の
安
全
面
の
配
慮
、

衛
生
対
策
、
感
染
症
の
予
防

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

考
え
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
準
備
を
進
め
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
災
害
時
、
自
力
で

避
難
が
困
難
な
高
齢
者
等

「
要
援
護
者
」
を
ス
ム
ー
ズ

に
避
難
し
て
も
ら
う
た
め
、

ど
の
よ
う
な
支
援
を
考
え
て

い
る
の
か
問
う
。

答 

（
村
長
）

　
長
期
間
の
避
難
所
運
営
と

な
る
と
、
特
に
ト
イ
レ
の
問

題
は
比
較
的
早
い
段
階
か
ら

の
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
村

で
は
、
簡
易
ト
イ
レ
セ
ッ
ト

（
水
が
利
用
で
き
な
い
場
合
、

仮
設
の
ト
イ
レ
に
お
い
て
、

使
用
後
に
抗
菌
性
の
凝
固
剤

を
振
り
固
め
て
処
理
す
る
も

の
）
を
現
在
、
１
４
０
０
セ

ッ
ト
購
入
し
備
蓄
し
て
い
る
。

大
規
模
な
災
害
に
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
避
難
所
の
運
営
は
、

行
政
だ
け
で
は
大
変
難
し
い
。

必
要
な
知
識
も
取
り
ま
と
め
、

ま
た
、
住
民
の
方
の
協
力
は
、

必
要
不
可
欠
で
あ
る
の
で
周

知
に
も
努
め
て
い
く
。

　
要
支
援
者
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
新
た
な
災
害
対
策
基

本
法
に
よ
り
、
個
別
支
援
計

画
の
策
定
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
。

　
支
援
者
に
情
報
提
供
す
る

こ
と
に
も
な
っ
て
お
り
、
計

画
の
策
定
に
あ
た
り
、
要
支

援
者
の
情
報
の
収
集
と
対
象

者
の
状
況
ご
と
に
重
点
的
・

優
先
的
に
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
の

で
本
人
は
も
ち
ろ
ん
関
係
各

位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
願

う
。

枦
山
民
夫
　議
員

魚
梁
瀬
地
区
の
清
掃
に
つい
て

問 

村
内
一
斉
清
掃
が
毎
年
６

月
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
魚

梁
瀬
地
区
で
は
人
口
減
少
や

高
齢
に
よ
り
危
険
な
区
域
の

清
掃
が
で
き
な
く
な
っ
て
い

る
。
こ
の
対
策
を
村
で
で
き

な
い
か
問
う
。

答 

（
村
長
）

　
危
険
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、

早
い
段
階
で
伝
え
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
一
斉
清
掃
ま
で
に
、

行
政
側
で
対
応
し
て
い
く
。

大
地
震
の
地
震
対
策
に
つい
て

問 

魚
梁
瀬
地
区
の
家
の
ほ
と

ん
ど
が
ブ
ロ
ッ
ク
塀
で
囲
ま

れ
て
い
る
。
大
地
震
が
起
こ

れ
ば
倒
壊
し
避
難
場
所
に
行

く
に
も
苦
労
し
、
後
々
の
活

動
に
も
影
響
が
で
き
て
く
る

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の

か
問
う
。

答 

（
村
長
）

　
家
屋
の
倒
壊
が
あ
っ
た
場

合
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
以
上
に
大

変
な
こ
と
に
な
る
。
避
難
路

に
面
し
て
い
る
方
は
家
屋
の

耐
震
化
を
優
先
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
後
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
倒
壊
防
止
対
策
に
つ
な
が

る
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
補
助
は
、
上

限
が
20
万
円
で
あ
る
が
、
上

乗
せ
の
補
助
も
検
討
し
て
い

く
。

　村民の皆さまの暮らしにかかわる施策など
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議会事務局　　℡　（8）44-2337

議会を傍聴して
　　　みませんか？
議会を傍聴して
　　　みませんか？
議会を傍聴して
　　　みませんか？

2016
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11
月
18
日
、
東
京
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
で
平
成
28
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
年
次
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
馬
路
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
会
長
大
野
一

幸
）
が
「
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表

彰
」
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

①
保
・
小
・
中
が
一
つ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
縦
の
つ

な
が
り
が
あ
り
、
地
域
と
連
携
し
た
活
動

に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

②
馬
路
式
お
弁
当
の
日
、
語
る
会
、
交
通
指

導
・
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
の
特
徴
的
な
取

り
組
み
を
し
て
い
る
こ
と

③
４
つ
の
専
門
部
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
企
画
し

た
事
業
に
た
く
さ
ん
の
参
加
が
あ
る
こ
と

な
ど
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
今
年
度
は
全
国
で
131
団
体
が
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
馬
路
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
昭
和
48
年
度
に

こ
の
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
が
、
保
・
小
・

中
が
一
つ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
な
っ
て
か
ら
は
初
め

て
の
受
賞
で
す
。

おらが村の学校便りおらが村の学校便り 4444
　
11
月
11
日
、
高
知
県

教
育
委
員
会
指
定
「
小

規
模
・
複
式
校
に
お
け

る
未
来
づ
く
り
推
進
校

事
業
」
の
研
究
発
表
会

が
、
魚
梁
瀬
小
・
中
学

校
で
行
わ
れ
、
村
内
外

の
先
生
方
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　
小・中
学
校
全
て
の
学

級
で
公
開
授
業
を
行
っ
た

後
、授
業
に
つい
て
の
研
究

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
短
い
時
間
で
の
協
議
で

し
た
が
、参
観
者
か
ら
は

「
め
あ
て
を
意
識
し
た
授

業
の
展
開
、発
問
の
工
夫

に
つ
い
て
考
え
る
よ
い
機

会
と
な
っ
た
」「
児
童
生

徒
た
ち
が
、少
な
い
人
数

の
中
で
も
協
力
し
合
っ
て

頑
張
っ
て
い
る
姿
が
見
ら

れ
て
よ
か
っ
た
」等
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

文
部
科
学
大
臣
表
彰
！

　
馬
路
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
魚
梁
瀬
小・中
学
校
は
、

来
年
度
の
第
66
回
全
国

へ
き
地
教
育
研
究
大
会

高
知
大
会
の
会
場
校
と

な
っ
て
お
り
、
馬
路
村

に
は
全
国
か
ら
た
く
さ

ん
の
先
生
方
が
お
越
し

下
さ
る
予
定
で
す
。

　
ま
だ
ま
だ
研
究
は
道

半
ば
で
す
が
、
研
究
協

力
校
の
馬
路
小
・
中
学

校
と
も
連
携
を
図
り
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
全
国
の
先
生
方
に
、

少
な
い
人
数
の
中
で
も

元
気
に
活
動
す
る
魚
梁

瀬
の
子
ど
も
た
ち
の
姿

を
見
て
い
た
だ
き
、
馬

路
村
の
名
を
全
国
に
発

信
で
き
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

魚梁瀬小・中学校
公開研究発表会

小学５・６年

中学１年

中学３年

小学３年

小学２年

小学４年

全体会

「高知県代表として、壇上で
表彰状を受け取るのは、とて
も緊張しました」と大野会長

～馬路小学校５・６年生と馬路中学校生徒の取り組み～

馬路地区ＰＴＡ『馬路式』お弁当の日！

　５年目の“『馬路式』お弁当の日！”がスタートしました。５年目ともなると、お弁当作りにも慣れてき
て、洗い物まですませることができるようになった人、失敗を生かしたお弁当作りができた人、さら
に、新メニューが増えて料理のレパートリーが増えた人、それから新しい料理法に挑戦した人、材料費
のことを考えたお弁当作りができた人など、たくさんの成長が見られています。

お弁当の日、第１回目に
は、高知新聞社が取材に
きてくれました！

　　　　　　　　　　村の子どもたちは、その多くが中学校卒業と同時に村を離れて生活するようにな
ります。そこで求められるのは、自分自身で考えて行動したり、体調を管理したり、食事の用意をした
りといった、自主性や自己管理能力など自分で生活をする力です。その力を中学校卒業までに身につけ
てもらいたい！という思いで、子どもが自分でお弁当を作る“『馬路式』お弁当の日！”は始まりました。

「お･い･し･そ･う」のルールをとりいれよう！

 

小学生のテーマ

秋の食べ物を入れよう！中学生のテーマ

始まった経緯

お　大きさぴったり
　一日先生で作った曲げわっぱを早速使ったよ。

い　いろどり
　赤･黄･緑がそろうように意識しました。

し　主食３：主菜１：副菜２の
　　バランスで
　野菜も忘れずに入れてます。
　家にあるものを使ったよ。

そ　それぞれの料理法で
　炒める、和える、煮る、たくさ
　んの料理法を使っています。

う　動かないようにつめる
　すき間にはウインナーを入れま
　した。

かいわれ大根を有効活用！
野菜が高い中、お手頃価格な
かいわれ大根をアクセントに
使っていました。緑がきいて
彩りも良かったですね～☆

ジャック･オー･ランタン !!
にんじんをつまようじできれ
いに型取りました。さて、ど
こにいるでしょう？

今度は自分で！
家庭科でしたことを、
今度は自分で作りまし
た。揚がり具合が絶妙
でしたね！！

兄弟で協力して…
おかずを兄弟で分担し
て作りました。いろん
なおかずが入ってうれ
しいね！

全部おいしい！
新聞記者さんに聞
かれるとこう答え
ました。「おいし
い」ことが何より
の幸せですね☆

お・す・そ・わ・け♪
自分が作ったものを先生にお
すそわけしていました。やっ
ぱり誰かが作ってくれた料理
は格段においしいね！

卵焼きに工夫！
パセリをきかせて、
風味、見た目ともに
１つ上の卵焼きにな
っていました！おい
しそう～。
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高
原

　繁
さ
ん

17
年
ぶ
り
の
里
帰
り

馬
路
村

▲魚梁瀬ダム湖を背景に

　
馬
路
村
の
皆
さ
ま
、
そ
の
後
い
か

が
お
過
ご
し
で
す
か
？

　
10
月
に
は
、
魚
梁
瀬
50
年
記
念
行

事
に
参
加
す
る
た
め
、
17
年
ぶ
り
に

馬
路
村
に
里
帰
り
し
、
懐
か
し
い
皆

さ
ま
に
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
私
は
、
実
は
関
西
出
身
で
馬
路
村

生
ま
れ
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
か
ら
20
年
前
、
林
野
庁
職
員

と
し
て
家
内
と
共
に
馬
路
村
に
赴
任

し
、
魚
梁
瀬
営
林
署
で
３
年
４
カ
月

勤
務
し
ま
し
た
。
当
時
、
営
林
署
の

統
廃
合
が
決
定
さ
れ
、
村
の
皆
さ
ま

に
は
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
が
、
皆
さ
ま
に
は
変
わ
ら
ず
温

か
く
接
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
馬
路
村
、
魚
梁
瀬
を
離
れ
、
海
外

も
含
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
所
で
勤
務
し

ま
し
た
が
、
営
林
署
で
の
経
験
、
神

祭
や
運
動
会
、
ア
ユ
か
け
や
さ
ま
ざ

ま
な
山
の
め
ぐ
み
、
魚
梁
瀬
温
泉
か

ら
官
舎
へ
の
帰
り
道
に
は
天
の
川
が

降
り
注
ぐ
よ
う
だ
っ
た
こ
と
な
ど
村

で
の
た
く
さ
ん
の
思
い
出
、
ま
た
馬

路
村
の
皆
さ
ま
が
ユ
ズ
や
ス
ギ
の
製
品

で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
、
自
分

の
励
み
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
は
、
東
京
の
日
本
治
山
治

水
協
会
で
勤
務
し
て
お
り
、
山
地
災
害

防
止
の
た
め
の
治
山
事
業
の
普
及
啓
発

や
「
水
利
科
学
」
と
い
う
水
に
関
す
る

雑
誌
の
発
行
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。
高
知
県
や
馬
路
村
と
の
仕
事
上
の

つ
な
が
り
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
皆
さ
ま

に
お
世
話
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

東
京
都

国際交流員：ジョン・ワード
（アメリカ合衆国・ノースカロライナ州出身）

馬 路ョン馬 路ョン馬 路ョン
ウマ　 ジ

▲在外投票制度

｢

魚
梁
瀬
で
食
べ
ら
れ
て
き
た
も
の｣

▲アワイモ畑

ふ
る
さ
と
応
援
隊 

12

魚

瀬
梁

隊
員

　坂
口

　い
づ
み

連絡先 ☎: 0887-42-2001　Fax:0887-42-2007
 Facebook: https://www.facebook.com/umaji.yanase
 E-mail: o-yanase@mc.pikara.ne.jp

　
今
年
も
残
り
一
カ
月
と
な
り

ま
し
た
ね
。
今
年
は
「
山
の

日
」
の
施
行
や
リ
オ
五
輪
で
盛

り
上
が
る
一
方
で
、
熊
本
地
震

な
ど
自
然
災
害
が
相
次
い
だ
り
、

悲
し
い
事
件
も
起
き
ま
し
た
。

来
年
は
う
れ
し
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
起
こ
る
年
に
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
ね
。

　
今
年
の
夏
ご
ろ
か
ら
高
知
県

安
芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
と
協

力
し
て
、
魚
梁
瀬
地
区
で
今
ま

で
ど
ん
な
も
の
を
育
て
て
、
ど

の
よ
う
に
料
理
し
て
食
べ
て
い

た
の
か
を
調
べ
て
い
ま
す
。
き

っ
か
け
は
、
魚
梁
瀬
で
昔
か
ら

食
べ
ら
れ
て
き
た
作
物
を
、
産

業
に
で
き
な
い
か
と
い
う
声
か

ら
で
し
た
。

　
今
食
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
の

ほ
と
ん
ど
は
、
ス
ー
パ
ー
な
ど

で
売
ら
れ
て
い
る
種
か
ら
育
て

た
も
の
で
す
が
、
ア
ワ
イ
モ

（
魚
梁
瀬
で
は
サ
ト
イ
モ
の
こ

と
を
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
）
は
、

丸
山
台
地
に
移
る
前
の
魚
梁
瀬

か
ら
持
っ
て
き
た
も
の
を
育
て

て
い
る
そ
う
で
す
。
地
区
内
を

回
っ
た
時
に
、
ど
の
畑
に
も
大

き
な
ハ
ー
ト
型
の
葉
っ
ぱ
が
あ

り
、
そ
れ
が
ア
ワ
イ
モ
で
し
た
。

今
で
も
種
芋
を
植
え
る
時
は
全

部
植
え
ず
に
少
し
残
し
て
、
絶

や
さ
な
い
よ
う
に
大
切
に
育
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
魚
梁
瀬
キ
ビ
と
い
わ

れ
る
大
き
な
と
う
も
ろ
こ
し
が

昔
育
て
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す

が
、
そ
の
種
は
も
う
残
っ
て
お

ら
ず
、
魚
梁
瀬
キ
ビ
と
似
た
味

の
す
る
甲
州
と
う
も
ろ
こ
し
の

種
を
育
て
て
食
べ
て
い
る
方
が

い
ま
し
た
。

　
普
段
何
げ
な
く
食
べ
て
い
る

も
の
は
、
こ
う
し
て
誰
か
が
大

切
に
種
を
残
し
て
き
た
か
ら
今

も
食
べ
ら
れ
て
い
る
ん
だ
と
知

り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
さ
ま
ざ

ま
な
状
況
に
よ
り
絶
え
て
し
ま

っ
た
も
の
も
あ
る
と
思
う
の
で
、

ど
ん
な
も
の
も
当
た
り
前
に
あ

り
続
け
る
と
思
わ
ず
に
、
大
切

に
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

　皆さん、こんにちは！

　ついに2016年のアメリカ大統
領選挙が終わりました。アメリ
カには在外投票制度があり、故
郷のノースカロライナ州から１
万キロメートル以上離れている
私も日本から投票することがで
きましたが、結果は予想と期待
に反するものでした。
　世論調査においても勝ち目は
ほとんどないと示されていた共
和党のトランプ氏が、民主党前
国務長官のクリントン氏を破り、
次の大統領になると決定されま
した。政治経験のない人物の大
統領就任は異例です。
　実はこの選挙で、トランプ氏
よりクリントン氏に投票した人
数が多かったことをご存じでし
たか？61,839,563人（47.9%）がク
リントン氏に投票したのに対し
て、トランプ氏に投票したのは
60,860,162人（47.1%）でした。

　ではなぜ、国民が投票した候
補と、実際に大統領になる候補
が違ったのでしょう？
　アメリカの大統領選挙は国民
が直接選挙する制度ではないか
らです。確かに国民は投票しま
すが、実際はアメリカ選挙人団
が大統領選挙を行います。
　選挙人は州の人口によって割
り当てられます。州の人口がど
れほど少なくても、最少は３人
で、総数は５３８人となります。
大統領に当選するには過半数
（２７０人以上）を獲得する必
要があります。候補が州の過半
数の票を手に入れたら、すべて
の選挙人を獲得することになり
ます。日本の選挙制度と大分異
なっていますよね。
　さて、これからどうなるでし
ょう？先行きは見通せませんが、
私はとりあえず積極的な考え方
を維持していきます。
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○出会いと第一
　印象は？

（久美子さん）
　去年の３月、高知市内で開催され
た村主催の出会いイベント。初めて
会ったのに、「この人と結婚するかも」
と思いました。
（誠司さん）
　バラ風呂を紹介するうちに、だんだん
と「話が合う人だな」と感じはじめま
した。

○村での結婚生活は？

（久美子さん）
　馬路村に来ることへの不安はなく、実
際住みだしてからも不便だと思ったこと
はないです。ご両親や周りのみなさんが
温かく、季節の変化などを楽しみ、村の
生活を満喫。地域全体で子どもを見守
ってくれるこの村で子育てをしたい
です。

○これから結婚を考える方へ

（久美子さん）
　なかなか出会いのイベントにも参加で
きなかった中、村のイベントで結婚する
人と出会えました。やっぱり縁というも
のが大事なのかなと思います。
（誠司さん）
結婚して良かったと思うことがたく
　さんあります。
　　　　チャンスを見つけて、自分
　　　　から行動することが大事
　　　　　だと思います。

東
川
地
区
の
新
居
誠
司
さ
ん
（
41
歳
・

馬
路
温
泉
勤
務
・
魚
梁
瀬
出
身
）

久
美
子
さ
ん
（
42
歳
・
魚
梁
瀬
保
育
所

勤
務
・
南
国
市
出
身
）
夫
妻

　このコーナーでは、
馬路村の出会い・結
婚の実態を知るため、
村内在住のおしどり
夫婦にお話を伺って
いきます。

村のおしど
り夫婦に聞

く！ ①
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ん

17
年
ぶ
り
の
里
帰
り

馬
路
村

▲魚梁瀬ダム湖を背景に

　
馬
路
村
の
皆
さ
ま
、
そ
の
後
い
か

が
お
過
ご
し
で
す
か
？

　
10
月
に
は
、
魚
梁
瀬
50
年
記
念
行

事
に
参
加
す
る
た
め
、
17
年
ぶ
り
に

馬
路
村
に
里
帰
り
し
、
懐
か
し
い
皆

さ
ま
に
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
私
は
、
実
は
関
西
出
身
で
馬
路
村

生
ま
れ
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
か
ら
20
年
前
、
林
野
庁
職
員

と
し
て
家
内
と
共
に
馬
路
村
に
赴
任

し
、
魚
梁
瀬
営
林
署
で
３
年
４
カ
月

勤
務
し
ま
し
た
。
当
時
、
営
林
署
の

統
廃
合
が
決
定
さ
れ
、
村
の
皆
さ
ま

に
は
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
が
、
皆
さ
ま
に
は
変
わ
ら
ず
温

か
く
接
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
馬
路
村
、
魚
梁
瀬
を
離
れ
、
海
外

も
含
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
所
で
勤
務
し

ま
し
た
が
、
営
林
署
で
の
経
験
、
神

祭
や
運
動
会
、
ア
ユ
か
け
や
さ
ま
ざ

ま
な
山
の
め
ぐ
み
、
魚
梁
瀬
温
泉
か

ら
官
舎
へ
の
帰
り
道
に
は
天
の
川
が

降
り
注
ぐ
よ
う
だ
っ
た
こ
と
な
ど
村

で
の
た
く
さ
ん
の
思
い
出
、
ま
た
馬

路
村
の
皆
さ
ま
が
ユ
ズ
や
ス
ギ
の
製
品

で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
、
自
分

の
励
み
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
は
、
東
京
の
日
本
治
山
治

水
協
会
で
勤
務
し
て
お
り
、
山
地
災
害

防
止
の
た
め
の
治
山
事
業
の
普
及
啓
発

や
「
水
利
科
学
」
と
い
う
水
に
関
す
る

雑
誌
の
発
行
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。
高
知
県
や
馬
路
村
と
の
仕
事
上
の

つ
な
が
り
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
皆
さ
ま

に
お
世
話
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

東
京
都
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で
は
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内
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ら
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に
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で
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に
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り
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思
わ
ず
に
、
大
切

に
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

　皆さん、こんにちは！

　ついに2016年のアメリカ大統
領選挙が終わりました。アメリ
カには在外投票制度があり、故
郷のノースカロライナ州から１
万キロメートル以上離れている
私も日本から投票することがで
きましたが、結果は予想と期待
に反するものでした。
　世論調査においても勝ち目は
ほとんどないと示されていた共
和党のトランプ氏が、民主党前
国務長官のクリントン氏を破り、
次の大統領になると決定されま
した。政治経験のない人物の大
統領就任は異例です。
　実はこの選挙で、トランプ氏
よりクリントン氏に投票した人
数が多かったことをご存じでし
たか？61,839,563人（47.9%）がク
リントン氏に投票したのに対し
て、トランプ氏に投票したのは
60,860,162人（47.1%）でした。

　ではなぜ、国民が投票した候
補と、実際に大統領になる候補
が違ったのでしょう？
　アメリカの大統領選挙は国民
が直接選挙する制度ではないか
らです。確かに国民は投票しま
すが、実際はアメリカ選挙人団
が大統領選挙を行います。
　選挙人は州の人口によって割
り当てられます。州の人口がど
れほど少なくても、最少は３人
で、総数は５３８人となります。
大統領に当選するには過半数
（２７０人以上）を獲得する必
要があります。候補が州の過半
数の票を手に入れたら、すべて
の選挙人を獲得することになり
ます。日本の選挙制度と大分異
なっていますよね。
　さて、これからどうなるでし
ょう？先行きは見通せませんが、
私はとりあえず積極的な考え方
を維持していきます。
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○出会いと第一
　印象は？

（久美子さん）
　去年の３月、高知市内で開催され
た村主催の出会いイベント。初めて
会ったのに、「この人と結婚するかも」
と思いました。
（誠司さん）
　バラ風呂を紹介するうちに、だんだん
と「話が合う人だな」と感じはじめま
した。

○村での結婚生活は？

（久美子さん）
　馬路村に来ることへの不安はなく、実
際住みだしてからも不便だと思ったこと
はないです。ご両親や周りのみなさんが
温かく、季節の変化などを楽しみ、村の
生活を満喫。地域全体で子どもを見守
ってくれるこの村で子育てをしたい
です。

○これから結婚を考える方へ

（久美子さん）
　なかなか出会いのイベントにも参加で
きなかった中、村のイベントで結婚する
人と出会えました。やっぱり縁というも
のが大事なのかなと思います。
（誠司さん）
結婚して良かったと思うことがたく
　さんあります。
　　　　チャンスを見つけて、自分
　　　　から行動することが大事
　　　　　だと思います。

東
川
地
区
の
新
居
誠
司
さ
ん
（
41
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・

馬
路
温
泉
勤
務
・
魚
梁
瀬
出
身
）

久
美
子
さ
ん
（
42
歳
・
魚
梁
瀬
保
育
所

勤
務
・
南
国
市
出
身
）
夫
妻

　このコーナーでは、
馬路村の出会い・結
婚の実態を知るため、
村内在住のおしどり
夫婦にお話を伺って
いきます。

村のおしど
り夫婦に聞

く！ ①
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「魚梁瀬森林鉄道」日本遺産への道
～地域観光資源再発見便りvol.3・4合併号～

☆「日本遺産」申請の目的
　私たちの住む中芸地区には、「魚梁瀬森林鉄道」遺産をはじめとした有形、無形文化財がた
くさんちりばめられています。今回「日本遺産（Ｊａｐａｎ　Ｈｅｒｉｔａｇｅ）」に申請することに
より、地域のかたがたに、観光資源の再発見と、興味を持って、それらを活用していただくこと
を目的としています。

第３回ストーリー部会開催

問い合わせ：「魚梁瀬森林鉄道」日本遺産推進協議会事務局（安田町役場経済建設課内）　Tel.0887-38-6715

第１回（馬路村）
10月2日（日）

田中康成 氏

第２回（安田町）
10月２１日（金）

松田 陽 氏

第３回（田野町）
11月１３日（日）

山本清龍 氏

第４回（北川村）
1２月１９日（月）

丁野 朗 氏

　第５回（奈半利町）
　1月１４日（土）

「文化と観光
―地域住民が気づかない
地域の魅力―」

既に終了している講演会がございます。ご了承ください。
（講演会の資料をご希望される方は、お気軽に事務局までご連絡ください。）

　１０月２６日、奈半利町役場で、第３回ストーリー部会を開催し、第
２回文化庁訪問の報告及び第３回文化庁訪問に持って行くストーリー
案について、部会員の意見を集めました。
　中芸の魅力を２００文字の中に詰め込み、その上で「今、中芸に行き
たくなる」、そういうストーリー案を作る。そのためには、魚梁瀬森林鉄
道の存在が、中芸５町村を結んでいたことで「今の中芸がある」のだと
いう欠くことのできない背景を改めて認識しました。

第２回、第３回文化庁訪問！！
　１０月３日、11月１０日にストーリー部会長、活性化策部会長等で、文化庁を訪問しました。
　第２回文化庁訪問では、９つのストーリー案を持って行き、一つずつ
にコメントをいただきました。
　第３回文化庁訪問では、第３回ストーリー部会の話し合いを踏まえ
て作成した５つのストーリー案と、今後の方向性について、具体的なア
ドバイスをいただきました。

☆連続講演会のお知らせ
　「日本遺産へ！中芸は一つのストーリー～魚梁瀬森林鉄道遺産を通した私たちの地域再発
見、そして地域資源の活用をめざして～」と題した連続講演会を馬路村魚梁瀬を皮切りに中芸
５町村で開催しています。この機会に、ぜひ講演会にお越しください。（受講料無料）

神崎宣武 氏
「日本遺産の
可能性と期待」

地域の遺産を生きた遺産と
するために―国内の他の観
光地の事例に学ぶ―」　

「文化財と文化
遺産との関係」

「日本遺産（Japan
Heritage)について」

　２１年前に発生した阪神淡路大震災、２０１１
年３月の東日本大震災に、今年４月の熊本地震や
活火山も存在する日本は、屈指の地震大国だとい
われています。また、地震に限らず、自然災害に
いつ見舞われるかわからない状況にあります。普
段から各家庭でも災害時への備えを万全にしてお
きたいものです。
　水や食料の備蓄はもちろんのこと、意外に見落
とされがちなのが「薬の備え」です。高血圧や糖
尿病などで薬が欠かせない方には、命にもかかわ
る問題です。
　そこで今回は、災害医療現場での問題や課題を
踏まえ、日頃から心掛けておきたいポイントにつ
いてまとめてみました。
 
●東日本大震災で不足した薬とは？

　東日本大震災発生後、被災地の医療現場では医
薬品の不足に悩まされたといいます。多くの医療
機関では災害時のけがの治療に備えて、相当数の
消毒薬や麻酔薬を備蓄していたそうです。ところ
が、震災後に最も必要とされた薬は、降圧剤やイ
ンスリンなど慢性疾患用の処方薬だったのです。
 実際に、岩手県や宮城県の病院では、普段飲ん
でいる薬を求める被災者が相次ぎ、すぐに在庫が
なくなってしまったようです。通信や交通が途絶
され、追加支援を求める手段もなく、必要な薬が
いつ入ってくるのかわからないという緊急事態に
陥りました。
　こうした問題を受けて、全国各地でさまざまな
対策・検討がされています。しかし、まだまだ万
全とは言えない現状のようであり、個人でも対策
を考える必要があります。

●災害時、薬に困らないために

　では、具体的に、私たちは普段からどんなこと
を心掛けておけばいいのでしょうか。 特に、慢性
疾患などで薬を常用している方は、必見です。
　診療所で薬を出している方については、在庫が
ありますので、万が一薬が切れた際もお出しする
ことはできます。ただし、数は限られていますの
で、必要分のみの処方になると思われます。
　村外の医療機関にかかっている方は、当院で取
り扱っていない薬を飲んでいる可能性がありま
す。代替薬がある場合もありますが、念のため、
手持ち分の管理に注意をしていただきたいと思い
ます。薬は、常に１週間程度の予備を保管してお
きましょう。また、自宅以外で災害に遭う可能性
もありますので、外出する際にも数日分の薬を持
ち歩きましょう。
　有効期限が短い薬は、保管箱や非常用持ち出し
袋に入れたままにせず、処方してもらうたびに予
備薬を入れ替えましょう。
　また、「お薬手帳」は、すぐに持ち出せる場所
に保管し、外出時も予備薬と一緒に持ち歩く習慣
をつけましょう。被災した場所によっては、長期
間移動が制限され、普段かかっている医療機関に
行けない可能性があります。お薬手帳で必要な薬
が把握できれば、初めて診る患者さんでも比較的
スムーズに薬を処方することができます。
　避難時に薬を持ち出せなかった場合は、急いで
取りに戻る必要はありません。数時間薬を飲むの
が遅れたとしても、すぐに命にかかわる状態にな
ることは少ないです。熊本県の地震のように、強
い揺れが続けて起き、１回目の揺れで倒れなかっ
た建物が倒壊する場合もありますので、安全が確
認できるまで取りに帰るのを控えましょう。

“災害時の薬の備え”
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「魚梁瀬森林鉄道」日本遺産への道
～地域観光資源再発見便りvol.3・4合併号～

☆「日本遺産」申請の目的
　私たちの住む中芸地区には、「魚梁瀬森林鉄道」遺産をはじめとした有形、無形文化財がた
くさんちりばめられています。今回「日本遺産（Ｊａｐａｎ　Ｈｅｒｉｔａｇｅ）」に申請することに
より、地域のかたがたに、観光資源の再発見と、興味を持って、それらを活用していただくこと
を目的としています。

第３回ストーリー部会開催

問い合わせ：「魚梁瀬森林鉄道」日本遺産推進協議会事務局（安田町役場経済建設課内）　Tel.0887-38-6715

第１回（馬路村）
10月2日（日）

田中康成 氏

第２回（安田町）
10月２１日（金）

松田 陽 氏

第３回（田野町）
11月１３日（日）

山本清龍 氏

第４回（北川村）
1２月１９日（月）

丁野 朗 氏

　第５回（奈半利町）
　1月１４日（土）

「文化と観光
―地域住民が気づかない
地域の魅力―」

既に終了している講演会がございます。ご了承ください。
（講演会の資料をご希望される方は、お気軽に事務局までご連絡ください。）

　１０月２６日、奈半利町役場で、第３回ストーリー部会を開催し、第
２回文化庁訪問の報告及び第３回文化庁訪問に持って行くストーリー
案について、部会員の意見を集めました。
　中芸の魅力を２００文字の中に詰め込み、その上で「今、中芸に行き
たくなる」、そういうストーリー案を作る。そのためには、魚梁瀬森林鉄
道の存在が、中芸５町村を結んでいたことで「今の中芸がある」のだと
いう欠くことのできない背景を改めて認識しました。

第２回、第３回文化庁訪問！！
　１０月３日、11月１０日にストーリー部会長、活性化策部会長等で、文化庁を訪問しました。
　第２回文化庁訪問では、９つのストーリー案を持って行き、一つずつ
にコメントをいただきました。
　第３回文化庁訪問では、第３回ストーリー部会の話し合いを踏まえ
て作成した５つのストーリー案と、今後の方向性について、具体的なア
ドバイスをいただきました。

☆連続講演会のお知らせ
　「日本遺産へ！中芸は一つのストーリー～魚梁瀬森林鉄道遺産を通した私たちの地域再発
見、そして地域資源の活用をめざして～」と題した連続講演会を馬路村魚梁瀬を皮切りに中芸
５町村で開催しています。この機会に、ぜひ講演会にお越しください。（受講料無料）

神崎宣武 氏
「日本遺産の
可能性と期待」

地域の遺産を生きた遺産と
するために―国内の他の観
光地の事例に学ぶ―」　

「文化財と文化
遺産との関係」

「日本遺産（Japan
Heritage)について」

　２１年前に発生した阪神淡路大震災、２０１１
年３月の東日本大震災に、今年４月の熊本地震や
活火山も存在する日本は、屈指の地震大国だとい
われています。また、地震に限らず、自然災害に
いつ見舞われるかわからない状況にあります。普
段から各家庭でも災害時への備えを万全にしてお
きたいものです。
　水や食料の備蓄はもちろんのこと、意外に見落
とされがちなのが「薬の備え」です。高血圧や糖
尿病などで薬が欠かせない方には、命にもかかわ
る問題です。
　そこで今回は、災害医療現場での問題や課題を
踏まえ、日頃から心掛けておきたいポイントにつ
いてまとめてみました。
 
●東日本大震災で不足した薬とは？

　東日本大震災発生後、被災地の医療現場では医
薬品の不足に悩まされたといいます。多くの医療
機関では災害時のけがの治療に備えて、相当数の
消毒薬や麻酔薬を備蓄していたそうです。ところ
が、震災後に最も必要とされた薬は、降圧剤やイ
ンスリンなど慢性疾患用の処方薬だったのです。
 実際に、岩手県や宮城県の病院では、普段飲ん
でいる薬を求める被災者が相次ぎ、すぐに在庫が
なくなってしまったようです。通信や交通が途絶
され、追加支援を求める手段もなく、必要な薬が
いつ入ってくるのかわからないという緊急事態に
陥りました。
　こうした問題を受けて、全国各地でさまざまな
対策・検討がされています。しかし、まだまだ万
全とは言えない現状のようであり、個人でも対策
を考える必要があります。

●災害時、薬に困らないために

　では、具体的に、私たちは普段からどんなこと
を心掛けておけばいいのでしょうか。 特に、慢性
疾患などで薬を常用している方は、必見です。
　診療所で薬を出している方については、在庫が
ありますので、万が一薬が切れた際もお出しする
ことはできます。ただし、数は限られていますの
で、必要分のみの処方になると思われます。
　村外の医療機関にかかっている方は、当院で取
り扱っていない薬を飲んでいる可能性がありま
す。代替薬がある場合もありますが、念のため、
手持ち分の管理に注意をしていただきたいと思い
ます。薬は、常に１週間程度の予備を保管してお
きましょう。また、自宅以外で災害に遭う可能性
もありますので、外出する際にも数日分の薬を持
ち歩きましょう。
　有効期限が短い薬は、保管箱や非常用持ち出し
袋に入れたままにせず、処方してもらうたびに予
備薬を入れ替えましょう。
　また、「お薬手帳」は、すぐに持ち出せる場所
に保管し、外出時も予備薬と一緒に持ち歩く習慣
をつけましょう。被災した場所によっては、長期
間移動が制限され、普段かかっている医療機関に
行けない可能性があります。お薬手帳で必要な薬
が把握できれば、初めて診る患者さんでも比較的
スムーズに薬を処方することができます。
　避難時に薬を持ち出せなかった場合は、急いで
取りに戻る必要はありません。数時間薬を飲むの
が遅れたとしても、すぐに命にかかわる状態にな
ることは少ないです。熊本県の地震のように、強
い揺れが続けて起き、１回目の揺れで倒れなかっ
た建物が倒壊する場合もありますので、安全が確
認できるまで取りに帰るのを控えましょう。

“災害時の薬の備え”
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お知 ら せお知ら せ

馬　路
魚梁瀬
　（外国人含む）

７３９人、
１７６人、

３４７世帯
９４世帯

新春走り初めピッタリタイムレース（魚梁瀬）  元日

新春走り初めピッタリタイムレース（馬路）
成人式　　　　　　　　　　　　　　　　振替休日

仕事始め
保育始まり

成人の日

始業式（村内４校）
リサイクル収集

古紙収集（魚梁瀬）

どんど焼き（魚梁瀬丸山公園）
消防出初め式（田野町）

有害物収集

歯科指導（魚梁瀬保育所）
乳児健診（田野町保健センター）１３：００～

歯科指導（馬路保育所）

第３５回馬路村民駅伝競走大会

第３６回馬路村内芸能発表会（就業改善センター）

リサイクル収集
高知県立移動図書館（就業改善センター）１０：４０～１１：３０

１歳６カ月児・３歳児健診（田野町保健センター）１３：００～

古紙収集（馬路）
高知県立移動図書館（魚梁瀬多目的施設）１１：１０～１１：５０
第３５回東部美術展・第３０回ふるさと名勝写真展（馬路体育館）～３０日まで

スキー教室（久万スキーランド）

馬路式お弁当の日

校内持久走大会（馬路小学校）

保育所交流会
第４５回馬路地区はし拳大会（馬路温泉）
馬路熊野神社秋の例大祭・こどもみこし祭り（馬路）
県中学校新人卓球大会
神社神楽発表会（馬路熊野神社）
安芸・室戸パシフィックライド２０１６

有害物収集
高知県立移動図書館（就業改善センター）１０：４０～１１：３０

人権相談所（就業改善センター）１０：００～１５：００
行政相談所（就業改善センター）１０：００～１２：００
古紙収集（魚梁瀬）
餅つき（魚梁瀬保育所）
校内持久走大会（魚梁瀬小・中学校）

安芸地区中学校新人球技大会（１７日）

リサイクル収集
馬路式お弁当の日

乳児健診（田野町保健センター）１３：００～

餅つき（馬路保育所）

第４４回馬路村文化祭・馬路村ふれあい祭り
（馬路中学校・馬路体育館）

ふれあい餅つき（魚梁瀬小・中学校）

１歳６カ月児・３歳児健診（田野町保健センター）１３：００～

終業式（村内４校）
保育所クリスマス会

古紙収集（馬路）　　　　　　　　　　天皇誕生日

リサイクル収集

仕事納め
保育終了

12月・1月 むらの行事予定12月・1月 むらの行事予定

人　　口
月中異動

月末現在
人口合計出生

１０

１１
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２

１

１

１

３

２

０

０

４

３

９１７

９１５

月

月

増　　　加
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減　　　少
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年
金
記
録
に
少
し
で
も

心
配
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
早
め

に
年
金
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

年
金
記
録
の
確
認
は
お
済
み
で
す
か
？

お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

お
問
い
合
わ
せ
先

南
国
年
金
事
務
所
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お
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様
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「
高
知
家
健
康
づ
く
り

　支
援
薬
局
」
を
ご
存
じ

　

　で
す
か
？

　
平
成
26
年
度
か
ら
、
地
域
の
薬
局
を
、

薬
や
健
康
に
関
す
る
相
談
が
で
き
る
場

所
と
し
て
、
県
が
認
定
す
る
制
度
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
「
薬
局
は
処
方
せ
ん
を
持
っ
て
い
な

い
と
入
り
に
く
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
な
く
し
て
、
た
と
え
ば
最
近
上
が
っ

て
き
た
血
圧
の
こ
と
、
家
族
の
喫
煙
の

こ
と
、
が
ん
検
診
の
こ
と
。
も
ち
ろ
ん

薬
の
飲
み
合
わ
せ
な
ど
に
つ
い
て
も
、

気
軽
に
薬
局
に
立
ち
寄
っ
て
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
県
が
認
定
し
た
「
高
知
家
健
康
づ
く

り
支
援
薬
局
」
は
現
在
県
内
に
179
薬
局

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
近
く
の
薬
局
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

最低賃金改正のお知らせ
●　高知労働局では、県内すべての労働者に適用される「高知県最
　低賃金」を改正し、１０月１６日から施行することとしました。
●　この決定により、１０月１６日以降分として労働者に支払う賃金は、
　1時間 ７１５円以上としなければなりません。

◎最低賃金についてのお問い合わせ先
　　高知労働局（賃金室）　　☎ ０８８－８８５－６０２４
　　安芸労働基準監督署　　☎ ０８８７－３５－２１２８
　　高知労働基準監督署　　☎ ０８８－８８５－６０３１
　　須崎労働基準監督署　　☎ ０８８９－４２－１８６６
　　四万十労働基準監督署　☎ ０８８０－３５－３１４８

目印は
この看板！

　
高
知
家
健
康
づ
く
り

支
援
薬
局
は
、
高
知
家

健
康
パ
ス
ポ
ー
ト
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
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お知らせお知らせ

馬　路
魚梁瀬
　（外国人含む）

７３９人、
１７６人、

３４７世帯
９４世帯

新春走り初めピッタリタイムレース（魚梁瀬）  元日

新春走り初めピッタリタイムレース（馬路）
成人式　　　　　　　　　　　　　　　　振替休日

仕事始め
保育始まり

成人の日

始業式（村内４校）
リサイクル収集

古紙収集（魚梁瀬）

どんど焼き（魚梁瀬丸山公園）
消防出初め式（田野町）

有害物収集

歯科指導（魚梁瀬保育所）
乳児健診（田野町保健センター）１３：００～

歯科指導（馬路保育所）

第３５回馬路村民駅伝競走大会

第３６回馬路村内芸能発表会（就業改善センター）

リサイクル収集
高知県立移動図書館（就業改善センター）１０：４０～１１：３０

１歳６カ月児・３歳児健診（田野町保健センター）１３：００～

古紙収集（馬路）
高知県立移動図書館（魚梁瀬多目的施設）１１：１０～１１：５０
第３５回東部美術展・第３０回ふるさと名勝写真展（馬路体育館）～３０日まで

スキー教室（久万スキーランド）

馬路式お弁当の日

校内持久走大会（馬路小学校）

保育所交流会
第４５回馬路地区はし拳大会（馬路温泉）
馬路熊野神社秋の例大祭・こどもみこし祭り（馬路）
県中学校新人卓球大会
神社神楽発表会（馬路熊野神社）
安芸・室戸パシフィックライド２０１６

有害物収集
高知県立移動図書館（就業改善センター）１０：４０～１１：３０

人権相談所（就業改善センター）１０：００～１５：００
行政相談所（就業改善センター）１０：００～１２：００
古紙収集（魚梁瀬）
餅つき（魚梁瀬保育所）
校内持久走大会（魚梁瀬小・中学校）

安芸地区中学校新人球技大会（１７日）

リサイクル収集
馬路式お弁当の日

乳児健診（田野町保健センター）１３：００～

餅つき（馬路保育所）

第４４回馬路村文化祭・馬路村ふれあい祭り
（馬路中学校・馬路体育館）

ふれあい餅つき（魚梁瀬小・中学校）

１歳６カ月児・３歳児健診（田野町保健センター）１３：００～

終業式（村内４校）
保育所クリスマス会

古紙収集（馬路）　　　　　　　　　　天皇誕生日

リサイクル収集

仕事納め
保育終了

12月・1月 むらの行事予定12月・1月 むらの行事予定

人　　口
月中異動

月末現在
人口合計出生
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　ね
ん
き
ん
定
期
便
な
ど
に
よ
り
年
金

記
録
を
確
認
い
た
だ
き
、
少
し
で
も
心

配
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
「
ね
ん
き
ん

定
期
便
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
」
へ
お
電
話
い
た
だ
く
か
、
思
い

当
た
る
状
況
を
メ
モ
し
て
い
た
だ
き
、

お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。　年

金
記
録
が
間
違
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
方
は
、
年
金
記
録
の
訂
正
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　四
国
厚
生
支
局
に
お
い
て
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
調
査
を
行
い
、
中
国
四
国

地
方
年
金
記
録
訂
正
審
議
会
の
審
議

結
果
に
基
づ
き
訂
正
（
不
訂
正
）
の

決
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　古
い
期
間
の
記
録
の
調
査
に
お
い

て
は
、
会
社
に
給
与
台
帳
が
残
っ
て

い
な
い
、
所
得
証
明
が
と
れ
な
い
な

ど
、
証
拠
と
な
る
資
料
の
収
集
が
困

難
と
な
り
、
記
録
訂
正
に
結
び
つ
か

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　ご
自
身
の
年
金
記
録
に
少
し
で
も

心
配
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
早
め

に
年
金
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

年
金
記
録
の
確
認
は
お
済
み
で
す
か
？

お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

お
問
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国
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「
高
知
家
健
康
づ
く
り

　支
援
薬
局
」
を
ご
存
じ

　

　で
す
か
？

　
平
成
26
年
度
か
ら
、
地
域
の
薬
局
を
、

薬
や
健
康
に
関
す
る
相
談
が
で
き
る
場

所
と
し
て
、
県
が
認
定
す
る
制
度
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
「
薬
局
は
処
方
せ
ん
を
持
っ
て
い
な

い
と
入
り
に
く
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
な
く
し
て
、
た
と
え
ば
最
近
上
が
っ

て
き
た
血
圧
の
こ
と
、
家
族
の
喫
煙
の

こ
と
、
が
ん
検
診
の
こ
と
。
も
ち
ろ
ん

薬
の
飲
み
合
わ
せ
な
ど
に
つ
い
て
も
、

気
軽
に
薬
局
に
立
ち
寄
っ
て
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
県
が
認
定
し
た
「
高
知
家
健
康
づ
く

り
支
援
薬
局
」
は
現
在
県
内
に
179
薬
局

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
近
く
の
薬
局
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

最低賃金改正のお知らせ
●　高知労働局では、県内すべての労働者に適用される「高知県最
　低賃金」を改正し、１０月１６日から施行することとしました。
●　この決定により、１０月１６日以降分として労働者に支払う賃金は、
　1時間 ７１５円以上としなければなりません。

◎最低賃金についてのお問い合わせ先
　　高知労働局（賃金室）　　☎ ０８８－８８５－６０２４
　　安芸労働基準監督署　　☎ ０８８７－３５－２１２８
　　高知労働基準監督署　　☎ ０８８－８８５－６０３１
　　須崎労働基準監督署　　☎ ０８８９－４２－１８６６
　　四万十労働基準監督署　☎ ０８８０－３５－３１４８

目印は
この看板！

　
高
知
家
健
康
づ
く
り

支
援
薬
局
は
、
高
知
家

健
康
パ
ス
ポ
ー
ト
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
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編
集
後
記

1・2日 オータムライブツアー２０１６ in 馬路村
 （就業改善センター・魚梁瀬多目的施設）
 7 日 ゆず取りボランティア（馬路中学校）
 8 日 秋季スカッシュバレーボール大会
　　　（魚梁瀬体育館）
11日 「小規模・複式校における未来づくり推進 
 校事業」研究発表会（魚梁瀬小･中学校）
13日 魚梁瀬ダム見学と西川渓谷ウォーキング
14日 馬路中学校職場体験学習（～１８日）
 魚梁瀬中学校職場体験学習（～１７日）
17日 千本山登山（魚梁瀬小学校）
 

1・2日 魚梁瀬５０年記念行事
 8 日 第１２回湯けむりピンポン大会
　　　（馬路温泉）
 9 日 馬路地区村民運動会
12日 第３６回魚梁瀬地区はし拳大会
　　　（魚梁瀬多目的施設）
15日 魚梁瀬熊野神社秋の例大祭
 魚梁瀬古式弓射式
16日 第２４回山師達人選手権大会
　　　（馬路村民運動場）
19日 オルカブラス演奏会（就業改善センター）
22日 馬路保育所運動会（馬路体育館）
23日 魚梁瀬地区村民運動会
30日 第１１回ゆずはじまる祭

10月

11月

　
12
月
に
入
り
、今
年
１
年
の
出
来

事
を
思
い
返
し
て
い
た
。い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
あ
っ
た
。

　
そ
ん
な
時
、馬
路
の
神
祭
で
神
楽

を
舞
う
若
者
た
ち
の
姿
を
見
た
。襷

や
盆
、剱
を
う
ま
く
使
い
な
が
ら
、高

く
跳
ん
だ
り
前
転
し
た
り
と
、か
な
り

ハ
ー
ド
な
も
の
だ
っ
た
。仕
事
を
終
え

て
か
ら
の
練
習
は
十
分
で
は
な
か
っ

た
だ
ろ
う
し
、前
日
は
神
輿
を
担
い

で
、体
は
ボ
ロ
ボ
ロ
だ
っ
た
は
ず
だ
。

　
舞
い
終
え
て
、ほ
っ
と
し
た
彼
ら
の

表
情
に
、こ
ち
ら
も
心
が
ほ
っ
こ
り
し

た
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
山
）
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村内あちらこちら

11月1日　オータムライブツアー2016 in 馬路村（就業改善センター）

10月9日　馬路地区村民運動会

10月15日　魚梁瀬熊野神社秋の例大祭

10月22日　馬路保育所運動会

11月13日　魚梁瀬ダム見学と西川渓谷ウォーキング

魚梁瀬50年～節目の年を迎えて～ ・・・・２

戸籍事務が電算化されます・・・・・・・・・３

平成 27年度村の決算 ・・・・・・・・・・・・４

議会だよりNO.146 ・・・・・・・・・・ ５～７
おらが村の学校便り44・・・・・・・・・・・ ８・９

村のおしどり夫婦に聞く！①
魚梁瀬ふるさと応援隊⑫ ・・・・・・・・・１０

馬路ョン・ふるさとへの便り65 ・・・・１１

安井ドクターのお安いご用 ・・・・・・・１２

魚梁瀬森林鉄道　日本遺産への道 ・・・１３

安田川漫歩（22）・・・・・・・・・・・・ 1４・１５
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行事予定表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７

村内あちらこちら・村のできごと・・・・１８

　１２月４日、馬路熊野神社拝殿において、３年ぶりに神社神楽が奉納された。
　３０年以上続けてきた小島忠義さんが打つ太鼓に合わせて、村の若者たちが、襷の舞・
盆の舞・剱の舞を舞う。その姿は、幻想的な中にも、若者の力強さを感じるものであった。

たすき

つるぎ


